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大阪府地域づくり団体協議会は、大阪府、府内市

町村、地域づくりのための活動・研修等を行う民間

団体（以下、「地域づくり団体」という。）により構

成されており、会員相互の連携による情報提供や交

流を推進し、民間による自主的・主体的な地域づく

りの取組を推進することを目的としています。今回

の特集では、この地域づくり団体の日頃の活動につ

いてご紹介します。

我々は、企業ＯＢや定年退職者が中心となり、寝

屋川の街に思いやりの精神があふれ、ともに支えあ

う地域社会を実現するため、平成１３年４月に設立し

た有償ボランティア団体です。高齢者・子育て・コ

ミュニティ及びまちづくり支援等の事業を行ってい

ます。

昨年６月には、設立１０周年目の記念行事として、

設立当初よりご指導を頂いているさわやか福祉財団

の堀田理事長をお招きし、記念講演会を開催いたし

ました。

○堀田　力氏のご講演内容

講演は、『ともに支え合う心暖まる地域づくりに向

けて』と題し、「最後まで自分の家で自分らしく暮ら

す」ために必要な、２４時間３６５日在宅サービスの実現

に向け、国（厚生労働省）の研究会の座長として活

躍されている体験等を交えつつ、高齢者支援の在り

方について、明るく解りやすくお話いただきました。

また、高齢者の方が生きるためには、医療や介護、

配食サービスなど身体を支える仕組みだけでなく、

介護保険では出来ない「心」や「寂しさ」への対応

が必要であること。すなわち、人と人との『ふれあ

い』が大切であり、そこから『助け合い』が生まれ

ること。さらに、『生きがい』が人が人らしく生きる

ための最も大きな要素であり、地域通貨（地元での

買い物に使える通貨、謝礼ボランティアを受ける際

に使える通貨）がこれら『ふれあい、助け合い、生

きがい』を生み出すツールであるとお話いただきま

した。

そして、地域通貨の流通・活用について、「寝屋川

あいの会」の取組は、日本一と言っても過言ではな

いとお褒めいただき、今後も一緒に『ともに支え合

う心暖まる地域づくりに向けて』頑張りましょうと

エールを送っていただきました。

（堀田理事長は、現在、『地域包括ケアーの町づくり』

を目指して、大震災の東日本地区を行脚されておら

れます。）
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○講演に対する反響について

福祉の担い手を増やすこと、『助け合い活動への参

加の促進』が各地ともに課題になっています。

我々としても、８年前に行った堀田理事長の講演

会が反響を呼び、今の寝屋川市のボランティア活動

の活性化につながったという経緯もあり、再度、そ

の契機になればと考え今回の講演会を企画しました。

本講演には、府内の多数の福祉組織・団体やＮＰ

Ｏ・ボランティア団体にもご協賛をいただき、当日

は、約７００人の市民にご参加いただきました。

参加者の年齢は６０～７０歳代が中心（２５～９０歳、

平均６８歳）で、何らかのボランティア活動（地域活

動、福祉活動）をされている方が約７０％、未経験者

が約３０％。

今回は、年金支給の遅れ等が原因か、まだ年金を

１００％受給していない『定年後の団塊の世代』の積

極的な参加が低迷していますが、講演会をきっかけ

に、地域の助け合いの活動へ参加された市民はすで

に増えつつあり、その世代が満６５才になる２０１２年に

は『地域デビュー』が更に増えると期待しています。

○寝屋川あいの会の今後の活動について

一般的に、ボランティア＝“無償”のイメージが

強くある中、謝礼をいただくボランティア、『出あい

ふれあい　助けあい』活動は１０年目を迎えました。

年間１,０５０時間からスタートした活動時間も、１０年目

には約１８,０００時間となり、市民の認知も高まりました。

現在では、地域福祉力の向上の一翼として、また

フォーマル支援を補完し、インフォーマル支援で苦

戦する無償ボランティアをカバーする市民活動とし

て、謝礼ボランティアへの市民の理解も漸次深まっ

てきました。

行政との協働である駅前自転車放置防止誘導事業も

市民の協力により、放置自転車が大幅減になりました。

また、府内で先駆的な取組として平成２１年度には

高齢者の日常生活支援を行う『寝屋川高齢者サポー

トセンター』事業の活動もスタート。２年の試行期

間を経て、平成２３年度は『地域の市民・地縁組織団

体と寝屋川市との協議会』を創設し、行政と協働し

た本格的な取組を推進していきます。

今後とも、ソーシャルキャピタルの向上、すなわ

ち地域ぐるみでの支え合い体制の強化確立を図ると

ともに、併せて地域福祉の担い手を増やすためのイ

ンセンティブの導入（地域通貨の活用等）により、

少しでも多くの市民の参画を得て、『安心　安全の住

みよいまちづくり』に取り組んでまいります。

（寝屋川あいの会　ｈｔｔｐ://ｗｗｗ５.ｏｃｎ.ｎｅ.ｊｐ/ａ̃ｉｎｏｋａｉ）
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